
前提条件　 各中学校区における学校（学級）規模から設定
今後の児童・生徒数に応じて見直しも必要。

槇 尾 中 学 校 区

富 秋 中 学 校 区

信 太 中 学 校 区

信太小学校・信太中学校については現状における
建替え等の方向で検討し、鶴山台北小学校と鶴山
台南小学校については建替え等の時期において統
合等の適正配置を検討。

南松尾中学校区 「南松尾はつが野学園」に移転統合。

和 泉 中 学 校 区
郷 荘 中 学 校 区
石 尾 中 学 校 区
北池田中学校区
南池田中学校区
光明台中学校区

校区内の小中学校について、移転統合等の適正配
置を行うのではなく、現状における建替えや長寿命
化（大規模改修）を図る方向で検討。

校区内の小中学校について、小規模校の解消に向

け、施設一体型小中一貫校へ

の適正配置等様々な取組みを検討。

和泉市教育委員会定例会に報告された
「適正配置」の考え方に基づく各中学校区のイメージ

※配布された資料をもとに、校区順の入替、校名の省略等をしています。
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回
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検
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、
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台
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の
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級
数
の
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と
し

て
、
国
基
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。
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。
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「
市
民
・
保
護
者
の
意
見
が

反
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れ
て
い
な
い
。
」
と
い

う
私
た
ち
の
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摘
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、
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論
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か

ら
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８
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を
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回
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と
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市
独
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、
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も
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な
が
ら
策
定
し
て
い
る
と
の
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を
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答
し
て
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が
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で

保
護
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意
見
は
反
映

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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今年もよろしく

お願いします
泉北教組執行委員会

「戦争法」を廃止させよう。子どもたちや自衛隊員を戦場に送るな。


